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合 併 の 経 緯 － 世  喜  村 －
せ き むら

　久慈川の左岸、常陸太田市と接する、現在の大字
小貫・照山・辰ノ口・塩原・小倉・富岡は、昭和３０
年の合併以前は世喜村という一つの村でした。その
後、昭和の大合併では大宮町と山方村に分かれ、別
の行政体として歩むことになりました。

◇江戸時代の世喜地域
　今から３００年前の江戸時代、世喜地域は小貫村（現
大字小貫）・押沼村・生井沢村・東谷村・釜額村（以
上現大字照山）・辰野口村（現大字辰ノ口）・塩原村（現
大字塩原）・小倉村（現大字小倉）・樫村（１７４９年に
富岡村に改める、現大字富岡）という９つの村でし
た。天保１３年には、押沼・生井沢・東谷・釜額の４
か村が合併して照山村となりました。久慈川左岸の
この地域は、古代から久慈郡に属していたことか
ら、かつては金砂郷や太田といった地域との交流が
盛んでした。また久慈川の流れは恩恵をもたらすと
ともに、災害ももたらし、たびたび洪水に見舞われ
る地域でもありました。江戸時代のはじめに甲斐国
（山梨県）から移り、旧富岡村に住した永田茂衛門親
子は、久慈川本流に辰ノ口江堰を築いたのをはじ
め、岩崎江堰や小場江堰（那珂川）を築き、耕地を
増大させ、治水・利水に貢献しました。
　明治５年（１８７２年）の大区小区制では、第１２大区
４小区（のち１３大区４小区）、同８年９月に第２大区
８小区となりました。明治１１年の連合村編成では、
辰ノ口村・富岡村・小倉村・塩原村連合と西野内村・
照山村・小貫村連合に分かれていましたが、同１７年
にはこの２つの連合村組織が合併し、７か村連合と
なりました。

◇世喜村の誕生
明治２２年の町村制施行により、７か村連合から西
野内村を除く６か村が合併して世喜村となりまし
た。村名の由来は、永田家の功績が世人の喜びと
なったことから名付けられました。 文書館　☎52－0571

▲世喜村事蹟簿

世喜村は、明治４４年（１９１１年）の人口が３，５４４人、
５３２戸で、そのうち３０％にあたる１５７戸が養蚕を生業
とし、次いで農業が６７戸、工業６１戸、商業５２戸、漁
業３６戸となっていました（明治４４年世喜村事蹟簿）。
役場は、塩原と辰ノ口の境界にあたる字下沢端に

ありました。今は使われなくなった旧道に面して、
西向きに建てられていたようです。合併後は大宮町
役場世喜支所として使用されました。

◇分村合併
世喜村は昭和の合併に際し、大宮町・山方町・金

郷村ほか４か村（現常陸太田市）などの合併案に対
して住民の間で希望が分かれ、住民投票が行われま
した。この結果、大字富岡・小倉・塩原・辰之口が
大宮町に、小貫・照山が山方町に編入されて分村合
併することになり、昭和３０年３月３１日から施行され
ました。小貫・照山については地理的に山方町に近
く、昭和２５年に小貫橋が開通したことで利便性がよ
り高まったことを合併の事由として挙げています
（山方町役場文書９２）。
木村宏さん、野澤満さんにご協力をいただきました。
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『山方町誌　下巻』昭和５７年

▲世喜村役場跡地（塩原地区）

▲世喜村役場前を通る旧道


